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スタートしました！ 
2020 年度「SDGs を達成するための 

ESD 地域リーダー 担い手育成事業」 
SDGs の達成に向け、市民が環境を軸とし自分

事として取り組み、千葉県内における持続可能な

社会の実現を目指すために、「持続可能な開発の

ための教育(ESD)の視点を持った担い手（ESD 地

域リーダー）育成事業」を、新型コロナ対策の下、

開始しました。 

本事業は地球環境基金の助成を受け、3 か年の

事業として 

1. ESD 地域リーダー担い手育成事業  

2. プラットホームづくりの検討 

3. 本事業の広報 

の 3 つを行います。 

3 年目の今年は、千葉県南部（市原市地域～南

房総地域）を対象に、会場を市原市と南房総市の

２カ所で実施します。９月の実施報告は以下にな

ります。 

【1】第 1 回 ESD 地域リーダー育成事業 

･･･参加募集結果 市原：11 名 南房総：8 名 

日時：9 月 13 日（日）13：00～16：00  

会場：五井会館大ホール 

参加者：27 名（ファシリテーター（石井雅章氏：

神田外語大）、メンバー、サポーター、オブザーバ

ー、スタッフ） 

プログラム： 

①参加者自己紹介 

②事業説明（2018 年度・2019 年度の報告と

2020 年度の方向） 

③ESD モデルプログラムづくりに向けて 

④プログラム作り（グループワーク） 

内容：石井さんによる「EDS モデルプログラム作

りに向けて」は、SDGs や ESD（学びの概念）

について、パワーポイントを使ってわかりやす

くご説明いただきました。 

 その後、短い休憩（参加者同士の情報交換・

交流の貴重な時間となりました）のあと、さっ

そくグループに分かれてプログラムづくりの始

まりです。どのグループも初対面同士とは思え

ないくらい議論が盛り上がりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2】第 1 回プラットホームづくり会議 

…参加募集結果 37 名 所属団体：32 

日時：9 月 7 日（月）13：00～16：00  

会場：サンプラザ市原 多目的室 

参加者：26 名（ファシリテーター含む） 

ファシリテーター：石井雅章氏（神田外語大学） 

参加団体：24 

プログラム： 

①参加者自己紹介 

②事業説明（2018 年度・2019 年度の報告と

2020 年度の方向） 

③2020 年度にやりたいこと（実験プロジ

ェクト）＋ESD プラットホームの実験的運

用を具体的に進める事業像を描き、提案する 

内容：最初からのプラットホーム参加者から、3

年目の事業は具体的な活動（実験プロジェクト

を作ろう）を提案され、今年度からの参加者も

加わって、プラットホームでやりたいこと等を

話し合いました。 

ここで出された多様な意見を活かして、共有

しプロジェクトにするために、ファシリテータ

ーが事前調査アンケートを行いました。今後は

これを基にプロジェクトを作り、実施へ、とな

ります。 

 今年の参加者は行政はじめ県南部で活動されて

いる方などで、ESD の取り組みをつなげたいなど、

地域との実践活動への想いを強く感じます。自分

事として関わる実験プロジェクト、わくわく・楽

しく進めるようです。 

（文責：桑波田和子・小倉久子） 
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第 1 回公開セミナー報告 
2020年9月13日の10時～12時の2時間、

市原市の五井会館大ホールにて「ESD/SDGs 理

解促進のための第 1 回公開セミナー」が開催され

ました。コロナ対策のため広い会場をぜいたくに

使って、33 名が聴講しました。元伊豆市立天城中

学校校長の大塚明先生による「持続可能な社会の

作り手を育てる教育（ESD）とは ～中学校の実践

から SDGs と ESD の関わりを含めて～」と題し

てのご講演でした。 

まず、ほとんどの人が最初に引っかかる ESD 

( Education for Sustainable Development ) 

の「Development」の説明から始まりました。「開

発」と直訳するとどうしても違和感をもってしま

うこの言葉を、大塚先生は「担い手（創り手）を

育てる」と説明なさいました。これで、あとは講

演内容をすんなり落とし込むことができました。 

講演の中心は、先生が天城中学校の校長先生だ

ったときに行った「天城学習」の実践です。総合

的な学習の時間を使って全校で取り組んだ ESD

は、地域体験に始まり地域づくりにまで発展する

すばらしいものでした。生徒たちが話し合いなが

ら考え行動し、最後は地元の伊豆市長に提言を届

け、市長がそれに応えてくれたというのです。 

この ESD の最大の成果は、生徒が自信を持ち、

主体的に動くようになったことでした。「自分に自

信をもつ（自尊感情）」というのはとてもむずかし

いことですが、とても大事なことだと思いました。

自分に自信を持てれば、物事に前向きに真摯に取

り組むことができます。SDGs 達成のためには「自

分に自信を持つ」ことが非常に重要ということが

よく分かりました。 

アンケートでは、ESD について「理解できた：

56％、ESDに取り組むヒントが見つかった：44%、

理解できなかった：0%」という評価が寄せられま

した。大塚先生、どうもありがとうございました。  

（文責：小倉 久子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 25 回エコメッセ 2020in ちば オンラインで開催 

11 月 1 日（日）10：00～16：00 

エコメッセちば HP（https://www.ecomesse.com/）で発信！！ 
エコメッセちば実行委員会 

1996年から開催してきた「エコメッセinちば」

は、今回（25 回）、初めて全企画をオンラインで

開催します。 

コロナ禍に対応して、実行委員会でも協議を重

ねてきました。子どもから大人まで、環境へ気づ

き・行動へとつなぐ場として、体験型のエコメッ

セ（活動見本市）を開催できないのは残念です。 

しかし、今回のオンラインを通して気づき・交

流の場となり、今年のテーマ「SDGｓ暮らし方変

革」につながり・広がることを期待して、開催し

ます。 

今年の目玉は、SDGs の取り組みを共有する場

としてのオンライントークショーです。 

♦12：15～ オンラインセミナー（主催：千葉県） 

「みんなで創ろう！SDGs！～環境・経済・社会

的課題の同時解決～」 

♦14：30～ オンラインパネルディスカッション 

「SDGs ユース会議 2030～行動の 10 年」をど

う過ごすか。 

今回初めてのオンライン開催ですが、次年度へ

つなぐための試金石として、実行委員会も大いに

学びながら開催します。 

オンライントークショー・家庭での省エネ診断

は zoom で参加ですので、エコメッセ HP からお

申込み願います！  

※詳細はエコメッセ HP をご覧ください。 

 

皆さまどうぞよろしくお願いします。 
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「新型コロナウイルス感染症予防による環境活動への影響」 
アンケート調査報告 

NPO 環パちばは、県内の環境活動団体が新型コ

ロナウイルス感染症予防のために受けた影響・課

題や対策を共有し、各団体がコロナ下での今後の

活動の参考にするためにオンラインアンケート調

査を実施しました。その集計結果の概要を報告し

ます。 

詳細は NPO 環パちば HP でご確認ください。 

https://kanpachiba.com/ 

 

■調査の概要 

調査期間：2020 年７月 17 日 

～2020 年８月４日 

調査方法：オンライン調査 

調査対象：千葉県内の環境活動団体 約 100 団体 

回答数 ：52 件 

質問項目： 

・新型コロナウイルス感染症対策による活動への

影響（自由回答を含む） 

・環境学習（体験イベント・体験講座）などの影

響 

・活動への安全対策 

・今後、安全に活動できる工夫の情報交換 

・団体の収入について（年間の見込み） 

・その他の意見など（自由回答） 

 

■集計結果（抜粋） 

新型コロナウイルスの活動への影響（複数選択可） 

活動への安全対策 

・安全対策をとり活動しようと思っていますか？ 

はい     94.2%  

 

今後、安全に活動できる工夫の情報交換 

・今後、安全に活動できる工夫をお互いに情報交

換したいと思いますか？   

はい     94.2%  

 安全に活動するための工夫（複数選択可） 

団体の収入について（年間の見込み） 

減っている 53.8%  変わりない 40.4% 

 

・減ると回答した団体の収入で、最も減収となっ

たものは何ですか？  

事業収入 64.3% 会費 32.1% 助成金 7.1% 

 

■結果から見えるものと今後の取り組み 

新型コロナウイルスの流行による感染症対策の

ため、ほとんどの団体が何らかの影響を受けてい

るが、各団体がそれぞれの方法で“新しい生活様

式“への対応を工夫して活動していました。 

具体的には、活動施設の利用制限や参加者確保

ができず活動を休止・延期したり、活動を行う場

合でも、安全対策のため活動を縮小して実施され

ています。 

出会いの機会がもてないことは団体活動にとっ

ては大きな問題ですが、直接会うことを避けるた

めに、メールによる会員同士の情報交換、ホーム

ページで情報発信以外にも、Zoom などによるオ

ンラインの会議・セミナーなど、新しい取り組み

を実施している団体もありました。 

「今後、安全に活動できる工夫をお互いに情報

交換したいと思いますか？」では、ほとんどの団

体が、情報交換をしたいとのことでした。 

活動の継続や再開に向け『情報交換』による団

体並びに世代を超えた “新たなつながり”の構築

が今後に向けた課題と思われます。中間支援団体

「環境パートナーシップちば」として、まず情報

交換の場づくりを進めていきたいと思います。 

(文責：川島 謙治)

5.8 
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イオンモール柏のイベント出展報告
2020 年 7 月 24 日（祝）に、桑波田、横山、

小倉の 3 人がイオンモール柏で開催された「キッ

ズ本格おしごと体験」の 2 日目に参加してきまし

た。テーマは「手賀沼の生きものを学ぼう」で、

外来生物のクイズと手賀沼の生きものの写真展示

を行いました。 

割り振られた会場はレストランコートの一角で

す。人通りは多い場所でしたが、コロナ対策のた

め、受付を通過した人（家族）だけが参加 OK、

通行人の呼び込みはしない、という方法でしたの

で、実際に参加してもらえたのは 30 組くらいで

した。でも、希望して来てくださっただけあって、

みんな熱心にクイズに取り組んだり、展示の写真

を見てくださいました。生きもの好きの小学生（の

男の子）の親子が多かったです。 

「外来生物はどれかな？」というクイズでは、9

種類の生きものの中から外来生物（5 種類）を選

んで、鉛筆などを使わずシールを貼ってもらうと

いう方法を取りました。参加者が少なかったので、

スタッフ（マスク・フェイスシールド・手袋を着

用）が解説しながら回答してもらいました。説明

を聞いて「今度手賀沼に行ってみようか」とおっ

しゃる方もいて、うれしかったです。 

壁面には、手賀沼に生息する魚や鳥たちの写真

とともに、繁茂力が非常に強い外来水草であるナ

ガエツルノゲイトウを、「美しい手賀沼を愛する市

民の連合会」がみんなで駆除する様子の写真も展

示しました。SDGs（豊かな生態系を守る）達成

のためにがんばる市民団体の「おしごと紹介」と

いう今回の主目的の部分です。 

地元柏市の大津川河口でナガエツルノゲイトウ

が川をせき止めるくらい異常繁茂するので、これ

を駆除することは洪水発生の予防にもなるという

説明をして、みなさんが興味深く聞いてくれまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

（文責：小倉 久子） 

「他団体との協力と団体内の連携を考えたイベントでした」 
今年の 6 月といえば、新型コロナウィルス感染

症が少し落ち着いてきて、世の中が前に進もうと

模索していた時期だったかと思います。当団体で

も、今年度大きな事業である「SDGs 達成のため

の ESD 担い手育成事業」をどう実施していくか、

また当団体が事務局となっている「エコメッセち

ば実行委員会」も新たな募集案内を検討していた、

内向きの時期でした。 

そんな 6 月に当団体にそごう千葉店からお問い

合わせが来ました。そごう千葉店が開催する、夏

休みの子ども対象のワークショップ「コトモノカ

レッジ」 の中で「サスティナブルを知ろう」をテ

ーマにしたクイズラリーを考えてほしいというも

のでした。 

運営メンバーで相談して、「地球のためにできる

こと探しチャート」を作り、それが写真のような

パネルの形になったことは、モノ作りの良い機会

となりました。初めは、何？何？という状態でし

たが、進める中で達成感もあったと思います.。

「SDGs とは」のパネルも作成して、広く SDGs

を知らせる活動もできました。団体としての仕事

は原案づくりで終え、パネルづくりは専門家にお

願いして、展示もお任せという、企画から運営ま

での一連したイベントづくりが当たり前の当団体

の活動の中で、部分的な活動は初めての経験でし

た。 

今後も外からの働きかけがあった時は、団体で

連携して良い活動にしていける手応えが感じられ

たイベントづくりの経験でした。  

後日考えますと、ESD（教育）活動をしている

当団体にアプローチしてきたことが理解でき、 

ホームページの充実が重要であり、今後の活動の

参考となりました。     （文責：横山 清美） 
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千葉市公民館講座  

「ダンボール工作」で恐竜・動物を作りました 

今年はコロナ禍で小中学校も夏休みがわずか 2

週間という異常事態のスケジュールでしたが、千

葉市中央区の葛城公民館では、環境パートナーシ

ップちばのプログラムの一つ「リサイクル講座「ダ

ンボール工作」が 8 月 19 日（水）に行われ、メ

ンバー3 人で出向きました。募集期間も短く酷暑

の中、11 名の小学生の参加がありました。 

まず、子どもたちはティラノサウルス（肉食竜）、

トリケラトプス（植物食恐竜）、ぞうさんの中から

自分の作りたいものを選びました。トリケラトプ

スが一番人気でした。使用するダンボールは厚さ

が薄いものですが、こどもの小さな手でたくさん

のパーツを切る作業はかなり重労働です。全員マ

スクをつけ、エアコンをつけながら窓を開けた部

屋の中、もくもくと作業を続ける子、機嫌よくお

しゃべりをしながら作業をする子、親に手伝って

もらっている子、さまざまです。 

ダンボールの素材感を味わう、作業の工夫する、

根気強く取り組むこともこのプログラムの大切な

要素です。パーツがそろったら木工ボンドで丁寧

に張り合わせ、台の上に立たせ、シールやカラー

ペンで装飾を施します。装飾ではこどもはみんな

自由なアーティスト、個性的な作品が次々と誕生

しました。もちろん装飾なしでシンプルに仕上げ

る子どもも。なかなか充実した 90 分ですが、全

員集中して取り組み完成させることができました。 

最後に３R（Reduce、Reuse、Recycle）が大

切であること、このことが地球温暖化の原因のひ

とつ CO2 の排出削減にもつながること、私たち

一人一人が取り組んでいきたい、という話をしま

した。子どもたちは熱心に最後まで話を聞いてく

れました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（文責：中村 明子） 

千葉市公民館講座  

牛乳パック紙すきで うちわ作り 
 

令和 2 年 8 月 19 日、千葉市緑が丘公民館で牛

乳パック紙すきうちわ作りを行いました。地域の

子どもたち 8 名が参加、講師として桑波田・小倉・

広田の 3 名が対応しました。 

今年は、2 月後半からコロナで多くのイベント

や講座などの予定が入っては中止になる繰り返し

でしたので、私にとってこうした講座は実に半年

ぶり！どうやって準備をし、進めればよいかを公

民館の担当職員さんと環パでしっかりと打ち合わ

せ、実施に臨みました。定員数は、ふだんの半分

に減らし、席も参加者同士が互い違いになるよう

に配置しました。広い室内で、十分な換気も心掛

けました。 

講座は、紙のリサイクルについて、クイズを入

れた紙芝居で説明する導入から始まりました。う

ちわ作りは、下準備した牛乳パックから紙パルプ

を取り出し、お団子状に丸めた「パルプ団子」を

使って作ります。パルプ団子をペットボトルで再

撹拌、お花紙で色付けし、それぞれ個性的でカラ

フルなうちわを完成させていました。 

うちわ完成の後、そごうの展示で作ったパネル

を利用してＳＤＧｓを紹介、子どもたち全員が「地

球のために私ができること（ＳＤＧｓ）さがし」

チャートを楽しみました。 

マスクをしての説明は、どうしても音がこもり

がちと考えていましたが、講師が 3 名いることか

ら互いに補足しあい、進めることができました。

子どもたちが、短くなった夏休みの貴重な一日を、

この講座で楽しんでもらえたなら幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    （文責：広田 由紀江） 
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人も自然も多様でつながりのある世界を！ 
みらい seeds（椎津川水系と里山を愛する会）平野なおみ 

椎津川は、千葉県のまんなか市原市に流れる、

東京湾に注ぐ全長７キロの河川です。みらい

seeds の名称は、「しいづ」にちなみ、未来への「種」

（seeds）となれるようにとの願いです。主な活

動は上流域のクリーンアップと里山整備です。 

ふるさとの自然を未来へ 

椎津川には一度も河川改修されていない自然の

ままの場所があり、絶滅の危機にあるニホンイシ

ガメが生息していたことを知りました。河川改修

が予定されていることも。何の専門知識もなく、

あったのはふるさとの自然を大切にしたい素朴な

気持ちだけ。県や市、市民団体など、思いつくと

ころに、問合せ、相談をするうちに、市原市の生

物多様性戦略策定に関与された東邦大学理学部教

授  長谷川雅美先生に出会いました。  

長谷川先生は軽快なフットワークで現地を見に

来てくださり、調査を行うことを約束してくれま

した。知識もなく戸惑う私に、知識はいらない、

仲間を募って意見を伝える場をつくる、と私にも

できることを助言してくれました。地元で環境保

全の声をあげることは、勇気と覚悟を試されるこ

とでしたが、サポートしてくださる方々に恵まれ、

2019 年 5 月、椎津川生物多様性ワークショップ

の実現にこぎつけました。ワークショップには、

県や市の職員、地元集落、近隣住民、里山団体他、

多様な方々にご参加いただき、椎津川を歩いた後、

それぞれの想いを聴きあいました。小さな一歩で

はありますが、勇気を出して行動したら、つなが

りが生まれ、そのつながりに助けられ、自分が変

わっていきました。自分の変化は世界の小さな変

化。つながってくださった皆様に心から感謝して

います。 

海川里山のつながり 

椎津川の河口は東京湾越しに富士山を望む白砂

青松の景勝地でした。昭和４０年頃の埋立てで景

色は一変、工場となって砂浜は今ありません。そ

れでも自然の力が偉大と思うのは、埋立地と旧海

岸線の間に作られた人工水路に時とともに土砂が

堆積し、干潟が形成されたことです。千葉県の最

重要保護生物（Ａ）のアリアケモドキなど生きも

のたちに住処を提供してくれるこの干潟は、環境

省の重要湿地（No.200 東京湾の干潟）に指定さ

れています。将来は干潟でもクリーンアップ、観

察会を実施し、こどもたちが海川里山のつながり

を体感できる機会を作りたい。椎津川流域圏全体

の生態系を視野に入れ、人と自然の多様性とつな

がりを大切に、一歩ずつ取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ 

事務局：〒262-0006 千葉市花見川区横戸台 21-13 特定非営利活動法人 環境パートナーシップちば 

 Tel ： 090-8116-4633E-mail：info@kanpachiba.com 

https://kanpachiba.com/ 

※会費や会員申し込みなどの情報は上記 ＨＰでご確認ください。 

 

「特定非営利活動法人 環境パートナーシップちば」 

環境活動の推進と充実を図るため、市民・団体・企業・行政・学校とのパートナーシップのもと、「持続

可能な開発に向けた目標(SDGs)」や「持続可能な開発のための教育(ESD)」の視点を意識して、さらなる

持続可能な社会の実現をめざすことを目的とする。 

椎津川ワークショップ 

椎津川干潟 

運運運営営営委委委員員員会会会報報報告告告

よよりり 

８月度運営委員会 

日時 2020 年 8 月 13 日 15:00～18:00 

会場 千葉市民活動支援センター 会議室 

９月度運営委員会 

日時：2020 年 9 月 10 日 15:00～17:30 

会場：千葉市民活動支援センター 会議室 


